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にゃんこ隊長が行く！ 

＜お問合せ＞ http://120en.com/roots/ 

「命名福島～吉清伝～」    公演概要（２回公演） 

◆日時 ２０１６年 ２月  ７日 １１：００開演／１５：００開演       

◆こむこむ４階 企画展示室 ◆入場料：無料 

福島に住む人のルーツを辿る演劇集団 

劇団120○EN 

今回、にゃんこ隊長は「劇団120○EN」におじゃましました。

「劇団120○EN」は2011年に設立、当初は福島大学演劇研究会

から参加者を募る形で公募を行い、2013年からさらに地域に密着した劇団となるように福島のルーツとな

る歴史や民話を元にしたオリジナル作品を上演し、この福島の街だからこそ出来る演劇を創っています。 

劇団の名前は「缶ジュースを1本買うように気軽に気楽にお芝居を」とのモットーに由来し、「120円」で

はなく「120○EN」としたのは演劇の「演」、演劇を通して生まれる人と人との「縁」、縁がつながり一

つの「円」となるなど「えん」という音に様々な意味を込めているからだそうです。また、入場料はすべ

て無料にし、構えてしまいがちなお芝居を身近に感じてもらえるように活動しています。 

現在は2月に行われる「命名福島～吉清伝～」の公演の準

備で大忙しです。時は戦国時代、天下人・豊臣秀吉から30

万石もの領地を任された木村吉清でしたが、大規模な一揆

が起こってしまった責任を問われ領地を没収のうえ、元伊

達領の「信夫の里」へと領地替えさせられました。そこで

居城があった大森から杉目へと城を遷し、杉目を「福島」

と改称しました。つまり今日の福島県の名づけ親が吉清な

のです。その吉清を描いた作品です。 

福島のルーツを知ることが出来、自分の住んでいるこの地

に一層愛着が生まれるかもしれません。是非、公演に足を

運んでみてはいかがでしょうか！ 

2013年以降はすべて舞台が福島市であるもの、または、福島市にゆか

りのある民話や史実などのエピソードに基づく作品を創っています。

福島にはまだまだ物語の種がたくさんあります。それらを掘り起こし

演劇にすることで、地域を作っていく人たちが楽しみながらまちづく

りをするきっかけになれば幸いです。そして、永く続けて多くの福島

の歴史を伝えていきたい。私達の演劇を観た子どもが大人になった時

に内容を思い出し、地域（福島）を好きになってもらえるような作品

を創っていきますので、是非観にいらしてください。 

最後に、主宰の清野さんから読者の皆様へメッセージ 

主催の清野さん 

劇団120○EN 

台詞合わせ中 

演技練習中 


